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市民的憩いの場として貌しまれている千駄公関Ji.秋181審主佐

竹氏の居城(久保悶城)としてそのなごりを今日に伝えておりま

す.

秋間市は、昭和路年に「千秩公開聾:備進本針闘Jを策定して公

閣を書官備してきましたが、公闘をとりまく現状の問題点等音再認

識し将来にわたってf粉、辛自然環境を保全し、時代の~.~に答

えながらiti尽に親しまれる公聞づくりを目指すために、平成8年

度に r千枚公闘再髭{宵基本書十副」を策定いたしました。そして、

平成9年度から都市公樹整繍事業によって、久保田域跡の表門と

その周辺繋債を計画し、表門復元のための事前調査を依頼され、

このたび発指調査を実施いたLました。

今闘の調査は、「千歓公開再盤繍基本針葡J の第一歩として、

また、久保悶畿を究明する上でたいへん益要な綿査であり、!'i:iI!

争資斜を得るニとができました.

本報告書は.その富岡変成果をまとめたものであり、文化財保護

のため、さらには研究資科として広〈活用いただければ幸穫に存

じます。

厳後に、発』臨鱒査の実施と械停電書作成にご桁導・ご協力くださ

いました関係告院の皆械に深(I事総申しあげます.

平成9年9月

秋岡市教育委良会

教育長石黒俊郎



例 曾

l 本報告書は、丸保111械跡 (f.km市千鉄公憤)の袋内観光に作号発細絢査報告舎である.

2 ~ド報告書の執歯車11. if鳳俊行、石郷関f1t-.西谷値(文ftol).'1、俊正夫‘自野久(秋問機跡調査事務所}

の助言を得τ安阻忠市が行った.

3 報告書作Ikにあたり、下記の各氏より指jJ.助8を属。た.(敬体埼}

伊藤武美、岡田茂広 {肱凶市文化財保II審続会審貝)

4 遺跡の地形・地質11.rt地分銅器本調査地形地場地質・ 土じよう 数回経続企画ri
J総合開発局関土調

査謀 1966年3月ji.測した.
5 錆磁調交によるUI-t.迎物・泌祖1凶写真 その他の紀ぬは歓ITI市教育議員会が保管する.

序

例曾

胴査の概要・・...

鍋倉にiEるまでの紙過 ・・“

側資期間と体制…・・

調査の方法と経過…...

遺飾的位置と地形・地質……....・H ・..…・“・

目 次

近世の縄選遭量事..……………。… ………………・・・“・・・“……..…………......…………'2

久保田岐路町篠要 ・・ .. ………-…・・・ …………"…・……………....・M ・-…...・M ・-……・・・・・…・………・…2

濁世地の歴史的変遺..........・M ・..…………………….....・M ・-…........… ー一.......……………・… ......7

関査の記鋪 ………............…....・M ・...・M ・.".……一…H ・H ・........… .......................…・・・・ー 一......8

基本土層....・M ・……......…"・0・・……… ・・ .. ・e ・e ・…"…............................................ … e ・8

緒iIZ遺構.. ーー.............・“い・ …ー .“..... .. “… .. ….“….“.“.….日...…..“….日…..“….. … .. ….“山….“山.“….. … .. 山日….. 山.. 日….. … .. 山.. 日….. …….“….川.日…..... い….叫巾.. … .. …0川….. 山.. ….日….“山.. …..山….. ….日….“….“山.. … .. … .. … .. 山..山8

出土遺勃.“.“…...….川山.. 山.………...・H ・-………・…・・・…...........・M ・-・9・・・e・・・・H ・H ・....・M ・..… ー一一 .........・M ・-… 一一.10 

まとめ“…・・・・・“…......・H ・..………...・M ・-…・…・“一日……ー・H ・H ・-・ 一 一一一…… …・・・・ -ー............14



遺跡逮最 (北ー}

表門跡 (~t西~)



調査の続要

調査に至るまでの経過

供1目前liP3拘56年に r千秋公園聾償基本計画Jt官官ii!t.、これまで千秋公図的義備・管E曜をして島た.しかし.

市民車織の変化.公績をとりまく市街』患の状況の鋭化等から公帥]に求められる機能的見直しが急務とな ~ .紋凶市

目11m開先部公飼主量殺線は市民のl財産として位置づけ品千o:公闘が市民に親しまれる魅力的な公I!Iづくりを同析すた

めに、牢:繭l経験者と行政側委員等による 1千秋公剛川鍛{幅計開策定義民会」によって、平成9年2月に r千駄公館

内~備藤本官十個」を策定 した。 そして平成 9 lf.ltから都市公栂鞍備事業によ旬、久保田減跡の表門とその周辺~備

を計制していることから.平成9年3月7日に難問復元のための事前調査が敵国市教育委員会に依捌きれ.平成9

1t.5月お臼から61124日まで発銀副貨を業絡した.

舗査翼団聞と体制

調 査期間平1&9年5}j29B-6!lZ4臼

調 費面Q 約280m'

潟峰主体型~ 1];岡市都市開発郎公倒輝政課

由時鷲例当常 fJ(佃布教脊餐員会

綱貴体制秋倒布教育委員会文化膿

課 長脊原俊 行

1事長補佐 石榔悶誠

文化財係長 鋒 悶照 .llf.

主 査西 谷 隆 {調査担当}

主 倉安田忠市 {潤'ft:tnお}

主 事中 JII寛 之

調査作業員 鈴本銀ー、三浦竹治、長谷錫鉄治.三浦千t王子.三溺タキ子、鈴木博子‘鈴木ルξ1.

~l'lf\l寮貝 三浦子綾子.鈴木樽干.鈴本ルミ子

調盆lAJJ曹 tl式会社本郷建設工務所

関査の方滋と経過

澗費ぽに任意の点J!富j軒を選定し、 この基憎杭を中心に湖北基線とこれに直交するiI!商選織を作り、そこから 4

X <1 s1のグリッドを設定した。グリγ ドは東西方向 (X輸)に悩から数字()、 2、3・・・・)昔、I崎北方1'"(Y 

i幡)に7ル7ァベッ ト(A、B、c.. .・)tr制から晶!1....その組み合わせをグリ ッド名とした.
調1fは、 5JJ29日から6月以自の日程で尖絡した.5 J]29日.濁を開始.公鴎鑓設謀と調査の打ち合せを行い. 

.6!場事修所を訟営する。30目、 本日より作業員が人り、衣土 ('J、ttの玉砂利}除去作撲を繍始する.Jtlrしてグリッ

ド官官E且ぴ傑腐の移動を行う.6月12日.半由実測を開鈴する.19目、首稿的震石の断ち割りを行う.20H、門町

盤地層じトレンチを入れ.層位の確認走行う.Z4H.慢"を措置叡して調査を終了する.

遺跡の位置と勉形・量由貿

遺跡の位置

遺勝1;1/:大111市街地のはIf中央部にあたる~.klil市千秋公l刑 {久保削減跡地を公聞として盤情)に所在 1.... 以悶駅の
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J:I!約7∞聞の穐点である.

Jt健39・43'10・、車主主140・7'37'で、日本骨量から'15.51a内被へ入った地点で.西側に旭川が流れている.

遺跡の地形 ・地質

遺跡I~地形(l{分では台地にみたり、千秋公聞台地と呼ばれている. 傾向は約40m前後で晶るが、 H北町段庇 (40、

35. 25m)からなっている。

T秋公凶u手形山台地(千秋公協の北東約1.3 km)と向械に第凶系的様掃や宮様砂層(潟両層)からなり‘ 構成
物質は敏上怖に 1-2mの鈎色の粘土質火山灰泌があり.次に般大径l伽n前後のa撃を含む娘婿と砂楢が30個以上あ
~.ニれらがその下'"の第三系のiJi!~ (船川塙)'1'砂賞シルト(笹刷層)をJl1:<1Iっている.~お.砂械の部分で

は所々にクロ且ラミナがみられ.砂町部分は水.Jtで細かい・JH不している.

また、 ζの地形薗』卓八郎溺周辺ゃ.~・川主流のお見川沿いにも広〈発達 Lている。

近鐙の周辺遺跡 (第2隠}
値"

扶回市段育委貝会地噌自和61年から63年に実絡した秋凶市遺跡百細分布調査報告さに適正づいて.近世町周辺渇勝を

概観してみたい.

近1止の遺跡li. 久保田峨跡の外にjtw.r~J. 3k.に半凶鴛踊l.\lì (4). itlJl(約2.1);，，1こ金照寺山ーッ議遺跡(7 )， I'軒

商事'1Z.lkmlニ鈎砲所跡 (1ω、西約Zkmlこ八栂 ー虫駆 (1 1) などがある。平岡鱒ば塞 (国指定史跡)はI~'Î" I珂大大人
のー人である平田鑓胤{I776-18仰の纂である。金J!<<f，'p ~Ii- γ森必総は昭和初年にマイクロ 7 "，-"7駐l紗"継所
新政K伴う緊急事~j苗潤:fが秋凶考ï'i学協会じよ って尖飽きれ、絢質的結果、墳丘状媛り土 。 樹立住I!物跡・ i揖跡と、

江戸時代初防の唐津焼のIJ、血.ilP時代中期の七幡、.訓k泊~iLなどが発見されている.な必.明丘状盛りょについ

ては、市1ftなどの遺構ではなく.性格は不明であるが江げ時代的情祭主考えられている.鋳他所11.1'1;1大砲を鋳造す

るぬ信として、百Eが安政6年 (1859)に建てた所である.八崎一型車邸主慶長g年 (16似)IこiU苛日本憶を起点とし

て主要街道に一里ごとに築かれた濠で.八.-型車証1;1日本儲から143皇である.また.北側約Z固には秩問司1.l:it

竹氏時制である天箆寺(重要文化財}が.制制，7'"には近畿陶磁器・瓦・細;の鱒である制使訴訟が
低限している.

保1 r依岡県秋Isili.il跡詳細舟布調資報告骨J f!tIH司ifiYf骨量員会 1989年3月

刊，2 rt!tl附格的宜化財」 枚岡県教育費員会 1989牢3年

iJ'.3 r駄旧市金照:，0，;山田ツ森遺跡発娘剥査報告帯J 欣'"帯内苧働金 1976.il' 2月

沌<1 f ，'it内悦織輔:ー寺内小学校建設に伴う近世陶繊鱒・瓦・煉瓦熊跡の尭栂調'fe-J 執間市教育要員企 』拘Iq!3月

久保図嫌の鰻要

久保闘峨u、fJcm藩主佐竹氏の倍駿である.
慶長 7年(1602) に常陸園水戸減 {茨娘保水戸市)から紋図に転劃された伎併発ii:は.~卸IU領主依田突撃の臆

嫌であった土崎機械に入議した.しかし. 湊織は狭小的手械であることから、*~図的居住胞の健保や泊施設の蝿

紋m地等の般客健力的t.t問題や.防御的な不安などから続織を廼〈ことと去った.そしτ、寺内山と久保111神明山
を移転の候織織としてあげ、実地検分の綿梁.t:別川 (鳳111)を西方へ移すζとを前提に久保聞神甲lllJt溜定L、
trJllの聾年である慶長S年(1ω3)5月に着:r:した.神明111には川尻村の肝肢である家族三浦氏{後に川氏氏}の

氏神・仰明It(後に川尻町総社神社)や数軒の人家があ。たがそれぞれ移転させている。そして、織は車完成であっ

たが約 1.q!1量的向9fJ:: (1604) 8月純白には鴻減量破却して新峨へIJり、ぞれ以降も継続Lて械の並仰をl珂った.

- 3-
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。 l加Om

毎号 潟I!i名 輪 主L 地 e傾 l>1J 崎 It 選 相. ，. 噛

1 仰 ~， 依111帯広副学仰沢 ‘体積 縄文 犠穴住艇怜~Il土3・1&.11文j;.絡{円筒下電・‘"宅} むS箪 a・1'1ft礎石n' lIU暗む跨

zlt1! ft (j(関市rl多f.oe，t a・112網島‘.ft 終.料 百:G'J.I惜色土総

3 信附tlII内 供凶e町広泊n::ii伝飽 ;a拘也含蛤 織文 縄文:1:1暴Jt(後Ml

，1 I ~炉問第111.& 供m;w'!'.I;乍大桝 It.I色 足ilザ

c. I fI奇術 I*m市東jj'切m 機lIi ，*，1吐 -I!i郭・健.IIl

6 むツ操 1*凶市術山金調眠削 海忌 S嵐

7 金額帯山一γ晶 依岡市術山傘00:11 車 近経企 :ft 11.放磁1):t. ，~ltUi，略物静梅津後・鬼永逝主

量 ー"事.噌I'JiI棉 執師事体但野i¥T、車岬J咋"..!!lMl嶋 積良.l!'~毒

.，.子山 怯同市川元斡止剤 11'島邑1U島 積直二 縄文:I:~

10蹄砲所跡 供ffiitr山王六丁目 i思考毎包含鎗 +努丘結止 d掲色全傑田;n忠絡・鉄;*

" 八幡ー盟事t 依田市八鍵4'lIJ-ru “""lo< j!i:険

第3図 久保田城跡と周辺の遺跡

-5-
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第4図秋田御域内御座敷週給図

久保削減r:!、本丸注ぴーの丸 二iの丸北の丸からなっている防本丸"t車西日間 (.¥'.}117m)，R.J.ltJ201.J (約2L5

m)で、絡まの住居である本丸御殿や政務所有事がirtかれていた。"'A.lま台地の鮫も向台に{主催し、 一面を'f'jQにし
て外刷には士l:!を巡ら L ， 土23の闘には 4 舗内iのr~ (表r'J・8軍門 ..fj'j闘l給門 .~Rr'l)と 5 箇所の切戸 1 1 を設けてい

たe そして、門を除く士銭的上にlま多防長艇を建て、多聞長短のない部分ri仮塀となっていた。 また 、 ~t阿隅にお

隅f曹 (fJf兵.!t説ともいう)。前倒隅に御LUし必ト院が泣かれていた。

_:Ql)LIJl巨1!B3911l1(約70 01) 、 前1t2.IO附 (約432m) で、 絡役所{境問方1~，~r 勘定方役所等}ゃ金政 ー縦等が

f世カれていた.~のーの九は本JLのïF.邸としての玄関nにあたり 、 外部からの進1:1全てここに!長ま旬 、 内婚を液晶

備 4鮪所には門(/l¥r1 恰十門不ゆ門土門}を設け、 J"-税4住所を般いて警備していた。

三の九lまー二のAの北朝lに位i置する現在的弥鳴神行後方の掘と‘ ~tの丸の聞の納長いお台である。 京都を上中城、

同j絡を下中城、北京都を1[1の手と..¥ 1，;¥，家.t級の蕊径の僚級等が百まかれていた。また、山の手の商に続く台地は、

佐竹r~のr~担11である八幡宮の域内であり、八血餓島山 と u吋T

i比tqの1)九Lυlは=域島妓主の』北t端に{位立a鑑E し. 二の丸から }是1高音波って~tへ進んだ所で、根底や大水hl与が鎖かれていた。

また、久保削減下町l町湖町については、侍or(内田n と町人間r(外Af)をl唖然と分離し、111人flr町外側に寺町を

配して整備した。

久保削減I.H/:[(J議主佐竹氏の削減であったが、 時'Jiii4 年 ( 1811)め}提議i置~I~後に段取省の所管とな っ た。 そして 。

- 6ー



!司23年にl日務;1;.の佐竹氏に払下げとなり、笠例年に秋闇市がtiりよげて公園とし、同;2&'年に県に移管されて整備さ

抗た.その後、昭和28年に袴ぴ秋朗市に移管され、現准千秋公聞としてili民に開放されている。

関，.地の歴史的変遷

畿内は本丸の玄関口として重要な門である。表門的建て嘗えに関する記述として‘梅涼政策日記の元秘5年(1619)

5月的条に rおもて御門伎はそ〈候共、 J念、度立市候て、古御門をハた、ませ折霞可申由、御ff.之段、」とあり、こ

の指示によって樗Olしている。そして、羽除史略の元秘8年 (1622)6月の条に r表御門長さ十三問、横五個l二階

御門御材木槻、去馨御競合八百三十両.御瞥筒方信太兵線、久賀谷五郎兵衛、悶崎普助。十二月成就りとあ町‘

3 年後I~完成している。

久保闘械は慶長B年(1003)に築滅してから、本丸は3度大火に遭っている。第1回目lま寛永10年 (1633)9月

21 日で、 本丸から出火して全焼している。 表門は元曜日 8 年(1622) に建て替えられているが、 表門や周囲の~設も

ほとんど消失した。 すぐに再建に取りかかり、製II年に~慮 Lている。また、 安永 5 年 ( 1776) 4月2自に外町 (大

町六丁自)から出火し、表門に燃え移ったが幸いなよとに消し止めている。

第2悶聞は安*7年 (1778)であるeヰ;丸輿の鈴の聞から出火し、 本丸が全焼している。この碍焼け残ったのは

併雌給門 ・ ~雌輸門上的概櫓 ・ 長板門などであり、安門も消失 Lている。また、天明年聞には表門の検にある御番

蝋局が煉けている。

官事3悶自は明治13年 (1880)7月19Bである.この時、本丸は全焼したが、 ，mと袋内の下にある御物l!I'i局だけ
が焼け残っている。 そして、袋内は鱗勝錠 (旭北栄町)の山内と して移築し、 御物~J(fi却脅所(秋国市指定文化財}

は現存する唯}の建造物として現在欽悶市が保存・管理している。

キ. 
~>. 

、 -._ 

下t必
明 I~ 叩 ; 16rA

"5図網憲区周辺の地形
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調査の記録

基本膚I'J(第6図}

第I崎小較的玄砂利、第百層軍事 {後 I-Z明).第四層小磯(径1-2帽)が混入

する嶋貧褐色土、買IIV崎俊土、第V層小様 {径 1-2個)が混入する貨備色土、第W

JiI砂蝶で、第I騒が散策路に敷いた玉砂利、第E、皿、V、明暗が'聖地府で雪量く‘第

W場は焼けた痕跡と考えられる。

確認遺構

礎石 {第7図)

礎石は 6 過~~罪認された。桁行は市東側 3 附、北西側 I Il1Jで、梁l百II 聞である。柱問は

桁行が術東側で街西側から1.6+4.9+2.lmである。 しかし、 礎石陶4は調査の結果礎

石t:o3咽1へ約50cm動いていることが判明し、実際には礎石No3 と艇石No 4 の附1~2.lm

である。なお、北西側は9.lmで、梁陶は4ιmであるω全ての礎石にはぞ穴 (No1、陶4

-N06がー辺7仰.採さ4佃前後.No 2.肋3がー辺10曲、深さ5岨前後}が包められ.

~右上面I~平坦である。 また 、 礎石No 1 の石垣舗に1~40X30柵四方、礎石蜘 4 の石援側

には55X45棚田方でいずれも深き約20mの織り込み {寄術般用)が認めら札品。

地覆石 {第7図)

u 

ID 

w 

v 

" 

116図基本土層住状図

礎石No1と礎石封。2の問に2列に41圏、礎石No2 !: 礎石蜘3の問に3列に161圏、礎石No3と縫:fiNゆ4の削に2列

に2倒認められる.しかし、礎石町04は動いていることが判明していることから.礎石No1と縫石No2の聞と同様

に2列に4倒あったと推測される。形態は長方形で、絹20司ぬ師、厚さ 6個で、それぞれの長さはー定ではない。

石列 (第7図)

門の桁行北西聖IJの約1m北西側で確認された。形態は長方形で、編ゆ曲、摩さJOCII、長さ28-42鳥"までのもの

が8綱al!められる。なお、街西側の石は街灯基礎工事のl顎に取り外されていた。

土星 (第7悶)

門的問輯lに取り付〈土裂である。術悩側土塁は現存している高きが約l.5mで、北面倒(本丸側}へ傾斜L.内

が取り付く混分に石垣が認めちれる。 北東側土:易I~現存している高さがJ.6mで、上高はほぼ平l!!で、門が取り付

く綿分に石騒が認められる。

石垣 (第8副)

門の南西側士l:lと北東側土塁に布陣築され、 会て切り石車産婦積みである。南西側土裂の石極は北京罰に6段積みよ

げられ、際関偏7.7m、上蘭0li14.3mである。稲垣内部には裏込石が絡められており、後100.前後の様例認められる。

北東側土塁の右垣は南西砲と北西田に6段織み上げられ、石垣内部には裏込石が詰められており、径10岨商事後の礁

が認められる。また、 r~l側の石績の下部には帽15師、深さ10怖の輯Ji揮が設けられ、術商磁の礎石No1付近の1-3

段自の繍石には交Ji.に幅約30怖の事lみがままめられる。
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第8図石筆

出土遺物

遺物は各層からm土しているが、第1J面からのIII土が多い。 種類は磁縛・陶r.・瓦等である。

磁縛 (第9臨1-6) 

阻 ・ 碗・火入の染付で、 6 は門跡第 I 崎、 外はF韓国側:t~第 l .l耳出土である。

l、2は肌である。lは鎗花口線で、内面iに花文が捕かれ、 口容部に鉄拾が認めちれる。2U底部よ り緩く内湾

しながち立ち上がり、外ïliiに~E文が錨か九ている。 3-51;):俄である。 3は外面に草楽文などが摘かれている.4 

I!外簡に草花文が措かれている.また駄国務的帯紋である泌氏香図紋のCio散る皐Jに蝋似する文敏が認められる。

5は外面に庶務文が捕かれている。61ま火入と考えられ、外耐に官文が織か札τいるa

陶掠 (第宮鴎7-11) 

畿 ・土瓶 .f自鉢で、会て1軒醤側土忍第I暗出土である。

7は溜で、外面に草花文が捻かれている。 S、習は土瓶と考えられ‘91!鉄粕がかかっている。10、111ま熔鉢で

ある。いずれも体郷町破片で、鉄柏がかかっている。

- 10ー
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li:(第10.11図12-21)

粁峨瓦・5電4瓦.1書瓦・面声瓦で、 141i門跡調書皿層.外は南組側土l:!第I崎山土である。

12、13は軒続瓦である。12はJ古革文で. 13は線刻で波状に文様を絡 し ている。 )4- 161~鍵ヰ瓦である。 14 、 151こ

は孔が1錨iWずつ認められ、 J.l4il'ilJり製斗瓦と考えられる。17-201i桟瓦である。17-1曹は赤1t、 20はいぶし瓦で

ある。21は!fu戸瓦で.榔而戸である。

まとめ

久保問峻は秋回平野のほほ中央穏に位鐙し、現在の千秋公閣を中心とした地域である。

これまで久保闘城跡的発掘調貨は、昭和63年俊に御隅憎復元に伴う発婦訴事、平成3年度に佐竹史料館増築に伴

う発繊前室、そして、平成4年度に黒門復元に伴う発揚減益が実施されている。

今回の調査は、平成8年度に秋間市が策定した r千秋公園再整備基本針甑Jの都市公図書在備本来によ品久保悶織

r!fの表門復元に11'う事前調査で、 本丸の南東.3'iに位慢する表門跡と両側に取り付く士泉町古都を調査した.調査の

結果、表門に伴う遺備として礎石 ・地覆石 ・石列 ・土i:!・石垣が確認された。礎石は6基確認され、桁行は南東側

3附、北西側 1Mで、梁聞は l聞である。設聞は輔r行が南東軒lで南西側から2.J+4.9+2.lm、北西側は!)._I 11¥で、

~聞は4 .8m である ことが判明し、 表門の最終段階は礎石柱であったと考えられる。礎石の舵軍については、繍3!:

結果と藩政末期の r秋悶御域内御座歓迎絵図」と一致する。しかし、この絵閣の原本は秒、翻県公文轡鮪所蔵の r御

成内御si敷廻絵図」であるとされているが.この絵図によると表門的礎石の配置は援問が2聞と事書記されているな

ど慎1Ii;な検討が必望書である。

久保問織は慶長8年 (1603)に築織され笠年に完成しているが、袋1"1の最も古い趨て嘗えは元和8年 (1622)で、
1111. 

その後火災などで数日の建て替えがffわれている。元和8年(1622)の建て替えについては縫i事政祭日記の元秘5
“隠】

年(1619) 5月の条によるもので、 ζの中で、 o御門とあるのはJ;f長8年(1603)から慶長9年 (1604)にかけて

築織した僚に建てられた門と考えられ、ζの建て答えの時に礎石岐にしたのではないかと推刻される。

表門跡の土層銀鱗仁よると、 現地表面より約抑制下lこJ'lき約5倒的焼土層(第W膚)が認められる。これは表門

が火災によ る焼土層と考えられる。本丸の火災は 3 同確認さ仇てお町 、第 1 回目 は寛永10年(1633) 、第百四日 I~

安水7年 (1778)、第3回目は明治13年 (1880)で.安水5年 (1776)には外町 (大町穴丁目}から出火した火が

表門に燃え移ったがi闘し止められている。磁認された焼土層は、貧JklO年ないしは安永7年の火災と考えられるが、

安永7:q;の火災については.幕府に徒出したとされる「出羽闘状悶賠駿絵図』では表門は焼失したことになってい

““' る。しかし、鴎典鎖妙凶部の記事によると焼失を免れたことになっており、このことから究水10年の火災の可能性

が高いが今後も検討が必要である。

表門の両側に取句f;t<ニI:!:!の上には諸絡設や板柳が設けられていたが、調査では遺情は礁認されなかった。なお、

北東留l土恩師i章存状態は良好であるが、諸施設が建っていた商西側土怨はかなり古IJ平を受けている。

遺物は、 m~~ . 陶捺 ・ 瓦が出土した。 磁器は肌・碗・火入、陶2iは雪量 ・ 土瓶・栂鉢、 1tは軒4主1t . 使ヰ瓦 ・ 4量瓦 ・

面声瓦などである。これらの遺物は、ほとんどが破片であることや出土1置が少ないこと金どから、産地及ぴ年代を

明瞭にre~島することは困難であっ た。 しかし、北西約3.7""的地点に陶磁器 ・ 瓦煉瓦を生産Lた寺内規禦跡 {江

戸時代末期から明治時代初日員}が{立遺しているζとから比較・検討してみた。それによると、今回出土の摺鉢車ぴ

瓦は寺内焼型車跡町出土遺物と類似するものであり.本黛で焼成した可能性が考えられるeしかし、 他の絢鑓と磁締

については鎖似するものはなく.他地での生産が考えられる。なお.寺内焼繁勝の作祭場施設遺憎からは、絵付け

の際の手本として矧いられたと考えられている磁鑓類について、断定はできないものの肥前座 (1800-18ω)と推

定しており、今回出土した磁鎗も類似していることから、 R也前系と考えられる。しかし、遺物は破片であるζとと

- 14-



量が少ないことなどから今後も検討が必要がある。

今回の調査は、久保問域本丸では御隣格il!元に伴う事前掲査に次いでZ件目であり、小波書院な調貨であるが今後

久保田減を解明する上での第ー歩と考えている。

総 1 r夕、保回城跡 ー本丸御隅燭跡発揮t調査報告書-J 秋岡市教育普貝会 1989年12月

住2 r久保問敏勝 ー佐竹史科館噌築に伴うこの九発期調査報告書-j 欽剖市教育器員会 1992年3月

注3 来報告

注4 ・元秘八年壬俊 一 此年六月より御殿錦織御普請。又表御門医喜一t三側、機五聞こ防御門御材A<械、去耳御綜合八

百三十例.御菅続方儒太兵部、~賀谷五郎民街、 関崎聾助~ +::月成車toJ 羽陰史輸 軒秋田置曹 (ー) (株)平

凡社 1971jfl6月

注5 r元利五年五月二六日 おもて御門伎はそく候共、急度立ψ候て.古御門をハた・ませ指置可申副‘御意之康、』

梅津敬最日記 東京大学史事事絹事所 (f*)議議寄席 1996年10月

法6 r問 {安永}七成年間七月十日元貴日記ー 御物画面番処井足軽品処ーノ御門ハ残・J巾候」 国典鎖妙第丸巷凶部

三 依岡県教育委員会 1985年3月

注1 r寺内焼軍事務ー寺内小学校彊肢に伴う近世陶磁締・瓦 ・ 煉瓦徳島事的発期調書~-J t火回布教育委員企 1991年3月

望書考文献

芸品重品協
伊藤帯作

問問英努

小松 和博

縮局県立博物館

納谷信広

渡部景

綾総 1貫 一

波締罰

「後減遺跡発掘調査報告書2 印刷帯3J1

「日本の紋型軽J (株)ダヴイツト歓 1悼4年1月

r門』 日本町尖.lfil MQ.213 歪文堂 19S4均三2月

「写真紀符日本の駿 Z殿郭の僧正E-建築喧潟l!l.普舗J (株)集英社 l曲8年7月

「企画展東北の陶絵免J 19回年I月

f丸保問綾町内的情造についてー丸保附蛾本丸町門はどんな地物だったのか-j 秋悶考古学構42.43 

合併号秋附考古学協会 1993年8月

r証竹l~と久保田被 ー秋聞の続的経史と物税-J 無明舎出版 1979年6月

r創鋭久保闘織下町腹史」 睡明書出版 1983年2ft

r秋剖市鷹史地図J 無明書出版 2蝿4年9月

-15-



+ + + + + ÷ + + + + + + + + + 十

" ... 
+ A " ." ¥ + 

+ 

sん
+ 

+ + 

“ 
+ ノもで、畑区〆 + 

c 

+ I、‘、h // J敷金 + 

F 

+ J + 
:;;町 、)<

E 

+ + 
『

D 

+ /r ¥ / + 

c 
可¥よシ/ 之 島 / + + 

包

+ よ¥ / + 

九、 A 

+ ム¥ / 。 4m  
+ 

+ ー+ + キ + + + + + + + + + + ÷ + 
2 3 s 6 ? 8 9 10 

第12図温栂配置図



調:knr:¥Jt西-)

調張l孟 (4ヒi可一)

図版1

J1-



』聞1'tf>{(市東-)

図版2

18 



~門r5 (~ヒ点-J

11.1極相t-U:I (北西一}

図版3

- 19ー



J町内慨す!:t.fi封 (~t時(-.)

総11No 1 

礎石川 3

I!I:石仙)~Ilffち制り

図版4

北東側t~石垣 (1軒両-)

r"'li No 2 

縫伝 [¥0も

礎:u~u6 

20 



環脚部

、、---

、今 宮=ょ

III土遺物 (1-11) 

i町|

出土遺物 (12-15)

図版5

- 21ー



出土遺物 (16-21)

図版6
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